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８月３日、ＮＨＫの夕方のニュース番組で「どうなる最低賃金の引き上げ」というテーマで放送が行わ

れ、母子家庭で子ども２人をかかえ、働いて生活保護を受けている組合員Ａさんが大阪労連紹介でラジ

オ出演、昨日、ＮＨＫディレクターから「お話は、大きな反響がありました。こうした人たちの声を伝

えていくことが大事なんだろうと思っています」という書面と共にＣＤが送られてきました。 

その内容を以下に紹介します。 

放送は、今年度の最低賃金の引き上げについて労使双方の意見が対立し、協議が難航して翌日以降に

持ち越されることになった日の夕方に放送されました。 

最初に最低賃金について説明し、政府が「２０２０年までのできるだけ早い時期に平均額を１０００

円にまで引き上げる他、すべての都道府県で８００円以上をめざしている」と述べ、審議会での労使双

方の主張、１ケ月の収入が生活保護を下回る都道府県が全国１２に上ることが調査でわかっているとし

た後、①最低賃金が時給８００円とすると月に換算すればおよそ１３万円になる。この額をみなさんは

どう思いますか？②生活保護を下回る最低賃金が全国で１２都道府県あるということをどう思います

か？と問うて、まず、最低賃金が８００円という金額をどう思うかを渋谷で聞いています。 

 渋谷での町の声 

＊ 今、私が１３万円ならかなり厳しいですね。子ども２人いたらね。一日一食になるのではないかな。 

＊ それは上げてもらいたいですよ。生活が楽になるので。たぶん１００人に聞くと１００人が言うん

じゃないですか？「上げてもらいたい」って。 

＊ 雇われる側からしてみれば１０００円以上はして欲しいなあというのがある。 

＊ 上げろと言うのは簡単かもしれないけれど払う方の身になってみろというのがありますよね。最賃

を上げることによって働けない人が増える気がするけれど… 

＊ 使う方にすると、今、景気が悪いから８００円になったとしても会社としては手間賃が払えなくな

るのではないか。体力のある会社、資本金のある会社は耐えられるけれど、私たちみたいな小さな

中小企業は消滅していくという… 風前の灯みたいなものですよ、今！ 

 届いたメール・ファックスより 

＊ 高齢の母をかかえたカフ家庭です。ある団体に時給８３０円、フルタイムで働いていますが、連休

など重なると手取りで月１０万円を切ります。アルバイト禁止規則もあり、どうして生活していけ

ばいいのでしょうか！（石川県） 

＊ 最低賃金１０００円は当然。非正規雇用が広がり、憲法２５条の精神からも早急に必要な措置です。

国民生活が安定すれば、社会不安も減り、内需も拡大されます。（埼玉） 

＊ 国民年金、国民健康保険の掛け金も大幅に上がっているので最低賃金も引き上げてほしい。（新潟） 



ツイッター 

＊ 総支給１３万円は手取り１０万円前後では？「健康で文化的生活にはほど遠い」としか言えません。 

＊ 最低賃金でもフルタイムで働ければ、まだましかもしれないが、地方では短時間パートばかりでフ

ルタイムの仕事がありません。 

＊ 最低賃金が８００円もあるというのはどちらの府県なのでしょうか。質問は生活保護の引き下げを

誘導しているように思えてしかたありません。 

＊ 最低賃金を引き上げるなら零細自営業者の税制の見直しをセットしないとやっていけない。８００

円で１３万円というのは２０日しか働かないという計算ですよね。零細自営業者は無給で悲惨な生

活を強いられている中で、従業員の首を切るなと言われても無理です。 

   ゲストの同志社大学経済学部教授、橘木俊詔さん（労働経済学が専門） 

○ 今、メールやファックス、町の声で大変厳しいという声が聞こえてくるが、今年の最低賃金審議

会が難航しているのをどう思うか？ 

橘木氏 → 日本は今、格差社会、貧困者の多い国になったので、最低賃金に関する関心が高くなっ

てきたことを私は非常に評価している。１０年前は最低賃金について国民は余り関心を持っ

ていなかった。今の状況は紛糾しているがいいことだと思う。政府が８００円、将来的に１

０００円という目標を出しているので、私は労使が徹底的に交渉してこの目標に近づけて、

上げる作戦をとって欲しいと思う。 

○ 紛糾している一番の要因はどこにあるか？ 

橘木氏 → 経営側が上げたくないという声だと思う。 

○ 経営側が苦しいということか？ 

橘木氏 → 経営側は景気の良い時は「将来不景気になるかわからないから上げられない」と言い、

景気が悪い時は当然「不況だから上げられない」という論理をいつも持ってくる。経営側は

好景気の時も不景気の時も「上げたくない」という論理をもってくるので、この論理はやは

りいつまでも通用しないと私は思う。 

○ 最低賃金の低い水準で働かざるをえない人が増えている現状があるのでは？ 

橘木氏 → 日本の貧困者が国民の１５％を超えるという統計が最近でてきた。ワーキングプアとい   

    う人が６４０万人もいるという統計も出てきた。働く人の所得が低いのを何とかしなければ

ならないというコンセンサスが日本にはあると私は思う。 

○ 実際に最低賃金で働く人はどういう人たちか？ 

橘木氏 → 大きく言って２つの立場のグループがいると思う。一つは若者、もう一つはパートの既

婚女性。こういう人たちが最低賃金あたりの労働者の代表選手。ところが一昔前までは、「若

者は背後に親がいる」、「パートタイムの既婚女性の背後には夫がいるだろう」「低い賃金で

も生活には困らないだろう」という論理を日本は過去ずっと取ってきた。しかし１０年前は

通じたかもしれないけれど、１０年前は２０歳だった若者も３０歳になっている。女性も（男

性もだが）離婚率が増えている。一人で食べなければいけない人の数が増えているというこ

とは、親や夫の経済援助のない人の数が増えているので、自分で働いて自分で稼がないとい

けない人が増えている。こういう人の生活の面倒をみる為にも最低賃金を引き上げる必要が

あると思う。日本の家族構造の変化があるのもこの問題と関連していると言いたい。 



○ 主たる収入になっている人が増えているということですね。 

橘木氏 → そうです。３０歳、３５歳になっても家庭が持てない、結婚できないという人を、いつ    

    までもほっとけない。 

 ○ とりあえず８００円をめざしている。１日８時間週５日で月１３万円程度になる。この額をどう

思うか？ 

橘木氏 →さしあたっての目標はこれに到達するのが第一でしょう。しかし、色々な人の声があった

ように、これでも生活は苦しい。もう尐し上げるということを日本は取る必要があると私は

感じている。 

○ 最低賃金法が改正されて、健康で文化的な最低限度の生活を保障すると書かれている。最低賃金 

は、最低の生活保障と考えられるか？ 

 橘木氏 → それ以外の所得のない人はこれで食べているから、最低限度の文化的生活をするために

最低賃金を上げる必要がある。最低の生活保障と考えられる。 

 大田区の中小企業経営者で作る社団法人 大田工業連合会会長の舟久保さん 

○ 審議が難航しているがこれをどうみるか？ 

舟久保さん → 大田区の中小企業経営者の正直な感想は、今最低賃金よりも仕事がないということ。 

      結局、労働者に金を払う、払わないよりも、どうやって仕事をつくるかが一番の関心事。 

      この間の法人税引き下げというのも、まるっきり我々には関係なくて、とにかく赤字企

業が多い。企業の存続という問題であって、最低賃金がどうのこうのというのは、我々

の仲間には、まるっきり関心がない。 

○ もし８００円と定められた時に４０円、５０円と上げないといけなくなった場合、企業にとっ  

て、どんな影響があるか？ 

舟久保さん → 大田区で最賃が問題にならないのは、やっている仕事がレベルの高い仕事の技術者

が多いから。機械を使う労働者を２０万円以下なんかでとても雇えない。ちょっとした

経験者は３０万円支払わないとまともなモノは作れない。そういう意味で大田区の人間

としては、仲間どおしで集まってもほとんど話題にならない。ただ、中国人の研修生を

雇っている業界が一部にあり、彼らがいて成り立つ業界があるのでそういう業界は関心

があるが、大田区のモノづくりの業界では関心がない。 

○ 人を雇ってという余裕がないといえるのか？ 

舟久保さん → 人をうんと減らしている。車業界で電気自動車、ハイブリットとか増えて、従って 

       うんと仕事内容が変わってきた。今までの設備ではやっていけなくなる所が増えた。

企業が存続するかどうかが一番で、最賃とは別の意味での大変さがある。 

○ 企業が存続するのにこれだけはという必須条件は何か？ 

舟久保さん → 今まで中小企業問題は下請けとの関係で考えられてきた。中国市場が開放されて、

モノがどんどん安くなってきた。我々がそれに追随していく訳にはいかないので、一

番重要なのは、独自の技術をどうやって作るのかが最大の関心事になっている。 

  大阪に住む シングルマザーのＡさん、働きながら生活保護を受けている 

１２年前に離婚。１３歳の男の子と１４歳の女の子を育てながら、事務パートをして働いている。 



時間給は８１４円、１日６時間、週５日、週３０時間働いて手取りはおよそ９万円。それ以外に子ど 

も手当が１３，０００円、児童手当が１人４５，０００円、２人目５，０００円。この家庭の生活保 

護費は１ケ月２２万円～２３万円。働く事で得られる収入と手当との不足分の生活保護を受けている。 

○ 今、８１４円ということですよね。最低賃金ではないですね。 

Ａさん → 勤務して３年目なので。パートは最低７９０円からのスタートになる。 

○ 生活保護をそのまま受け取ると２２万円～２３万円の支給が受けられる。ただ、そこまで今働い

てもたどりつかないという状況をどう思うか？ 

Ａさん → 給料＋手当がついている分、子どもたちが学校でいる分など生活が成り立っているが、

子どもの年齢が達した時点で手当がなくなるので、全く今の収入だけでは今後、生活し

ていけないという事実があるので、今後の生活不安で、どう暮らしていくのかが今後の

課題。 

○ 最低賃金を１０００円目標に、どの都道府県も８００円、これについてどう考えるか？ 

Ａさん → 最賃で勤務したこともあるが、実際８１４円になって…やはり手当がないとそれだけで

は生活できないのは事実だと思う。 

○ 一方で生活保護を受けている。働いた分、生活保護を削られる現状があるがこれについてはどう 

ですか？ 

Ａさん → 保護だけ受けると言うのではなく、自分の自立した生活を送りたいと思っている。  

      めいっぱい働いてもそれだけの賃金しかもらえない。仕事のレベル的にはアップしてい

るのに時給はつけてもらえない。時給は上がらないけれど仕事のレベルだけ上がってい

る。帰ってきても精神的に疲れて、病気になると収入が減る。保護があるからいいけれ

ど、保護が切れると病院にも通えなくなる。何かにつけて不安材料がいっぱいある。 

○ 実際、１２の都道府県で逆転現象が起きているが、どんな感想をもっていますか？ 

Ａさん → 離婚をして、保護があるのを知って受け取っている。毎回、政治によって保護対象が多

いとか聞くし、受けていてきちっとしない方もいると聞いているが、生活が成り立つと

いう点で、私たち援助で生活が最低限でもできているので… いただいた時には子ども

も１歳、２歳だった。中学、高校になるとその分、出費が重なるのでもう尐し見直して

ほしい。最初の段階と同じレベルの金額ではしんどい。 

             逆転現象が大きなポイントになる 

 橘木氏 →  最低賃金は働く人の賃金。生活保護は基本的には働くことができない人の所得。逆転

しているのは働く人の勤労意欲を低める。人間は働くことにより満足があり… 

        働く意欲を高めて、経済の活性化をするためには最低賃金をあげること。 

 

 

 

 

 

 

 


